
平成 22 年度事業計画 

 

１．「緑の安全管理士」の資格認定事業 

第 32 回「緑の安全管理士」資格認定研修会を 11 月に共栄火災海上相互保険会社（東京

都新橋）研修会場において実施 

 

２．農薬の安全使用に関する研修会等の開催 

「緑の安全管理士会」支部大会及び資格更新研修会を北海道、東北、関東甲信越、東海・

北陸の各支部は 11 月～12 月に、近畿、中国・四国、九州・沖縄の各支部は 2月に実施 

 

３．ゴルフ場・緑地向け農薬出荷統計の取り纏め 

ゴルフ場・緑地向け農薬出荷統計の収集とこれを基に作成した関連資料の公表 

 

４．農薬の安全使用に関する図書・印刷物等の発行 

（1）「グリーン農薬総覧 2011」総合版の発刊 

  平成 21 年 1 月 1日から平成 22 年 12 月 31 日の間に、ゴルフ場・緑地等に新規登録、

適用拡大等のあった品目を取り纏め 2011 年総合版として発刊し、会員、行政機関等に

無償配布。ゴルフ場、防除・緑化業者に有償頒布 

（2）協会報「みどりのたより」の発行 

  最近の農薬を巡る動向等について取り纏め発行し、会員に無償配布するとともに、研

修会等で活用 

（3）ゴルフ場・緑地等農薬関連情報の提供 

  ホームページ等による農薬安全使用等に関する広報 

 

５．農薬の役割、安全性等に関する消費者、国民への知識の普及、啓発事業 

（1）啓発用リーフレットの配布活用 

  農薬の安全使用に係る新リーフレットを農薬工業会と共同で作成し、主に指導機関等

に配布すると共に研修会等で活用 

（2）講師派遣事業 

  本事業の実施に当たり、都道府県等の関係機関・団体や農業大学校、農業高校など新

しい分野に対し事業の主旨等について広報し、講師派遣依頼を受け講師を派遣 

 また、本事業をより効果的、効率的に進めるため、講師団により教材等の作成及び情

報の交換を実施 

 講師団の充実を図るため、講師団の研修や新規講師の養成を実施 

（3）電話相談室 

  講師派遣事業と同様に事業実施に当たり、都道府県等の関係機関等に対し、本事業の

主旨等についてさらに広報に努めるとともに、対応体制を整備 
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  また、本事業の効果的かつ円滑な運営を図るため、会員会社の窓口担当者からなる「窓 

口担当者会議」を開催 

（4）講師派遣事業の講師及び窓口相談者の情報共有化を一層進めるために専用ホームペー

ジを充実 
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